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新バージョン ver2.6を公開しました
「運賃入力ファイル作成」時の系統選択において、最初から全系統選択済の状態になりました。
（以前は、系統を選択する必要がありました。）
「GTFS-JPデータを作成」について、GTFS-JP第3版に対応しました。
翻訳情報 translations.txtは 新フォーマットでの出力になりました。

すでに、ver2.5以前のバージョンにてデータ作成済みの場合
新バージョン ver2.6に置き換える必要があるのでしょうか？
すぐにGTFS-JP第３版対応しないといけないでしょうか？

ダイヤ改正などのデータを更新するタイミングで、新バージョンに置き換えることをおすすめします。
GTFS-JP第３版に対応していなくとも、当面は問題ないと思われます。
すでにGoogleやコンテンツプロバイダ（乗換検索会社）へのデータ提供をしている場合、すぐに第3版
に対応しなくても問題ありません。
バスロケーションシステム、デジタルサイネージなどにデータ提供される場合は、GTFS-JP第3版に対
応しているかメーカーへご確認ください。

新バージョン ver2.6に、今までに作成したデータを読み込ませてご利用ください。



参考資料 GTFS-JPデータの出力の変更点
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Ver2.6にて出力した翻訳情報 translations.txt
（系統統合形式）

Ver2.5にて出力した翻訳情報 translations.txt
（系統統合形式）

idに対して、かな・英語へ変換
ただし行先については、日本語の文字（漢字）に対して、英語へ変換

日本語の文字（漢字）に対してかな・英語へ変換

Ver2.6にて出力した便情報 trips.txt
（系統統合形式）

jp_pattern_id に運行系統idを出力
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